
農業科目「グリーンライフ」における
身に付けた知識を活用し、表現できる生徒の育成

ｰICT端末とスモールステップワークシートを用いた協働学習を通してｰ
特別研修員 農業 武藤 一真（高等学校教諭）

【成果】
・ICT端末の活用により、視覚的でより効果的な振り返りを行うとともに、知識定着の促進と定着した知識の活用
場面を設定することができた。

・スモールステップワークシートを活用することにより、課題に向けて考える視点が明確となり、協働学習に自分
の意見をもって取り組んでいた。また、ステップ①とステップ⑤を比較することで表現力の向上や考えの変化が
確認できた。

【課題】
・ICT端末の活用に対して、ソフトウェアを使うための技術の習得が必要である。
・グループ内で個人の学習の進展に差があり、グループ内のサポート体制を整えるなどの工夫が必要である。

手立て２

【スモールステップワークシートを
活用した協働学習】

・スモールステップで思考しながら、振り返りを段階
的に行い、個人やグループで文章化を進めることで
表現力を深める

手立て１

【ICT端末の表計算ソフトを活用した
協働的な栽培記録と収量記録の作成】

・栽培記録を作成し、学習内容を振り返る

・収量記録をグラフ化することで、収量の違いを確認

・収穫物の写真を記録し、品質の違いを確認

【目指す生徒像】
身に付けた知識を活用し、表現できる生徒

ナスの収量比較実験『更新剪定区と対照区』
~更新剪定を行った区（更新剪定区）と行わなかった区（対照区）のナスを比較しよう~

【生徒の実態】
①知識の定着や技術の定着に課題
②知識に自信がなく、知識を活用した表現力に課題

記録写真にて品質を比較

収量重(g)の比較 収量数(本)の比較

対照区の苗更新剪定区の苗

知識や技術の定着 表現力を深める協働学習

各ステップの取組方法
①自ら考える
②個別学習でグラフから読み取る
③④個別学習と協働学習を併用
⑤自らの考えを再構築
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